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●緊急よびかけ号● 
低温・日照不足が続き、苗の生育遅れが心配されます。 

ハウス・トンネル内の保温と 

苗の温度管理に 
十分注意してください！ 

 

 仙台管区気象台が４月23日に発表した一ヶ月予報では、期間の前半は気温の

変動が大きくなっています。特に、１週目は気温が低く、かなり低くなるおそ
れもあります。 
  

 

 
 

 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

“新・米づくりやまがた日本一運動”  

庄内総合支庁産業経済部農業技術普及課 
Tel. 0235-64-2103     

低温の影響もあり、苗の生育は遅れ気味に経過しています。 

保温に努めながらも、晴天時の温度上昇には細心の注意
を払いましょう！ 

 

①マルチ（ベタ張り）除去までの地温管理の徹底を！ 
 ※温度計は、育苗箱の中に挿し、種籾付近の温度を測れるようにしましょう。 

   出芽までの適温は 30～32℃です。35℃以上にならないよう早めの対応を！ 

③温度をこまめにチェックし、ダイオシート等の遮光資材だけ
に頼らず、換気も含めた温度管理としましょう。 

春の農作業事故ゼロ運動キャンペーン実施中 

久しぶりのトラクター運転で、転落･転倒などの重大事故が発生しやすい時期です。 

余裕を持った作業計画であせらず事故の無いよう注意しましょう。 


